
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
と

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
半
数
が
相
対
的

貧
困
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
困
窮

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
は

い
の
一
番
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

本
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

●相対的貧困
　国民生活基礎調査では、
世帯の可処分所得などか
ら算出した数値を高い順
に並べて、中央値の半分
に満たないケースを相対
的貧困としている。
　平成30年の数値で、子
どもがいる現役世帯の世
帯員のうち、大人が１人の
世帯の世帯員の相対的貧
困率が48.1％とされている。

　
　

国
に
お
け
る
臨
時
特
別
給
付
金
の

他
に
、
本
市
独
自
の
施
策
と
し
て
「
新

潟
市
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ
の
子
育

て
応
援
金
」
を
給
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
11
カ
所
の
日
中
一
時

支
援
事
業
所
が
休
業
し
た
。
環
境
の
変

化
が
苦
手
な
障
が
い
者
は
混
乱
し
て
家

族
も
大
変
に
な
る
た
め
、
休
業
す
る
場

合
は
代
替
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
と
も
に
、

利
用
者
側
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

休
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
当
該
事
業
所

と
計
画
相
談
事
業
所
や
区
役
所
な
ど
の

関
係
機
関
が
連
携
し
、
必
要
な
支
援
が

欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
備
え
と



本
市
独
自
の
経
済
対
策

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
秋
以
降

に
第
２
波
の
ま
ん
延
が
予
想
さ
れ
る
。

医
療
機
関
の
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
、
社

会
活
動
の
停
滞
を
防
ぐ
た
め
、
早
期
に

感
染
者
を
見
分
け
る
本
市
独
自
の
発
熱

外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
県
を

補
完
す
る
上
で
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

感
染
症
対
策
は
、
広
域
的
連
携
の

下
で
行
う
こ
と
で
最
大
の
効
果
が
あ
る

た
め
、
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
県
と
の

連
携
の
中
で
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

感
染
症
が
い
っ
た
ん
収
束
し
た
今
、

大
打
撃
を
受
け
た
中
小
個
人
事
業
者
の

救
済
に
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
経
済
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
市
民
に
給
付

さ
れ
る
特
別
定
額
給
付
金
総
額
８
０
０

億
円
を
積
極
的
に
引
き
出
し
、
経
済
を

活
性
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
地
域

内
で
お
金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
の
幅
広
い
店
舗
で
使
用

で
き
る
、
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い

た
商
品
券
を
速
や
か
に
発
行
し
た
い
。

産
業
構
造
か
ら
見
た
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
と



地
域
経
済
構
造
の
デ
ザ
イ
ン

吉
田　

孝
志

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

地
域
経
済
の
早
期
の
回
復
を
目
指

す
た
め
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
、

本
市
の
産
業
構
造
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

把
握
し
、
よ
り
的
確
な
支
援
や
救
済
措

置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
回

復
の
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

　
　

食
関
連
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

本
市
の
産
業
構
造
の
特
徴
で
あ
り
、
飲

食
業
な
ど
の
売
り
上
げ
が
減
少
す
る
と

全
体
に
影
響
が
及
ぶ
。
ま
ず
は
食
関
連

産
業
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
経

済
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

　
　

本
市
は
日
本
初
の
「
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
の
湿
地
自
治
体
認
証
制
度
」
の
候

補
と
な
っ
た
。
世
界
に
誇
れ
る
環
境
の

中
で
、
新
た
な
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

５
・
０
）
を
目
指
し
成
長
す
る
地
域
経

済
構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
で
は
。

●ラムサール条約の湿地
自治体認証制度

　ラムサール条約の決議XII.10
に基づく枠組みで、湿地の保
全・再生、普及啓発、環境教育
等の推進に関する全12項目の国
際基準に該当する自治体に対し
認証を行うもの。
　自治体のブランド化および地
域における湿地の保全や賢明な
利用の推進を図ることを目的と
したもので、有効期間は認証か
ら６年間。

　
　

本
市
経
済
の
持
続
的
成
長
の
た
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
で
新
た
な
価
値
の
創

造
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
事
業
と

　

委
託
業
者
に
対
す
る
便
宜
供
与

深
谷　

成
信（

翔
政
会
）

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施

に
は
旅
行
業
法
で
定
め
る
旅
行
業
の
登

録
が
必
要
だ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
の

委
託
業
者
で
あ
っ
た
ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン

新
潟
は
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
と
し

て
の
資
格
し
か
な
か
っ
た
。バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
資
格
の
な
い
業
者
へ
の
委

託
は
誰
の
責
任
で
決
定
さ
れ
た
の
か
。

　
　

旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
に
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
旅
行
業
の
資
格

を
有
す
る
事
業
者
へ
再
委
託
し
て
お
り
、

問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

本
市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
新
潟
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、
ピ
ー
ス

キ
ッ
チ
ン
新
潟
の
設
立
に
際
し
、
協
会

内
で
の
本
社
の
登
記
や
事
務
ス
ペ
ー
ス

設
置
な
ど
の
便
宜
供
与
を
図
っ
た
が
、

誰
の
責
任
に
お
い
て
許
可
し
た
の
か
。

　
　

ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン
新
潟
の
活
動
が

協
会
の
事
業
に
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

間
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
を
協
会
の

判
断
で
認
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

新
潟
市
経
済
社
会
再
興
本
部
の
設
置
と



ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
広
報
戦
略

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

　
　

本
市
は
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
翌
日
の
５
月
26
日
に
新
潟
市

経
済
社
会
再
興
本
部
を
設
置
し
た
。
時

期
尚
早
と
い
う
声
が
聞
こ
え
そ
う
な
中

で
の
設
置
だ
っ
た
と
も
感
じ
た
が
、
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

本
市
は
感
染
を
一
定
程
度
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
５
月
26
日
に
再
興
本
部
を
設
置

し
、
経
済
再
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　
　

本
市
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
情
報

発
信
は
、
未
曽
有
の
事
態
に
対
応
し
な

が
ら
組
織
横
断
的
に
発
信
す
る
な
ど
意

識
の
高
ま
り
を
感
じ
た
。
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
な
広

報
と
い
う
施
策
は
後
回
し
に
さ
れ
が
ち

だ
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
機
に
大
胆
で
戦

略
的
な
展
開
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
魅
力
や
優
位
性
、
重
点
的

な
取
り
組
み
が
各
部
門
か
ら
的
確
に
発

信
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
庁
を
挙

げ
て
戦
略
的
な
広
報
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど
の
見
直
し
と



Ｊ
Ｒ
巻
駅
の
周
辺
整
備

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

　
　

本
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と

な
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
都
市

計
画
基
本
方
針
の
見
直
し
が
始
ま
る
が
、

広
大
な
農
地
を
有
す
る
本
市
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
都
市
計
画
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
今
後
の
発
展
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
全
市
的
な
視
点
に
加
え
地
域
特
性

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
区

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
都
市

計
画
基
本
方
針
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
各

区
か
ら
そ
の
方
向
性
を
示
し
て
も
ら
う
。

●農業振興地域整備計画
　農業振興地域の整備に関す
る法律に基づいて、農業の振
興を図ることが必要な地域に
ついて、優良な農地の確保な
ど農業地域を保全・形成する
こと、ならびに農業の振興を
計画的に推進するため、市が
策定する計画。
　今後、本市に旧市町村単位
で存在する15計画が区単位の
８計画に再編される予定。

　
　

都
市
計
画
基
本
方
針
で
、
交
通
結

節
点
で
は
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
巻
駅
の
周
辺

整
備
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

巻
駅
は
、
駅
前
広
場
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
自
由
通
路
な
ど
の
施
設
配
置
計
画

立
案
に
向
け
、
引
き
続
き
地
元
調
整
や

鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

新
た
な
子
ど
も
食
堂
の
姿
・
目
的
と



児
童
相
談
所
へ
の
影
響
と
対
応

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

子
ど
も
食
堂
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
全
面
的
に
活
動
で
き
る
の
か
見

通
せ
な
い
中
、
ど
う
活
動
し
て
い
く
の

か
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
る
。
新

た
な
子
ど
も
食
堂
の
姿
と
目
的
に
つ
い

て
、
市
と
運
営
者
が
情
報
を
共
有
し
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
共
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

食
事
の
提
供
だ
け
で
は
な
い
多
様

化
し
た
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
機

関
や
団
体
と
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
児
童
相
談
所
の
児
童
虐
待

相
談
件
数
の
推
移
と
、
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た

の
か
伺
う
。

　
　

本
年
３
月
～
４
月
の
児
童
虐
待
相

談
件
数
は
１
７
１
件
で
昨
年
の
１
５
６

件
に
対
し
若
干
増
加
し
た
。
ま
た
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
は
感
染
防
止
に
配
慮

し
た
訪
問
に
加
え
、
登
校
日
を
利
用
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
増
や
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
相
談
外
来
」の
機
能
強
化
と

　

教
職
員
増
員
で
20
人
の
少
人
数
学
級
を

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

県
が
市
医
師
会
に
委
託
し
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
相
談
外
来
」
を
設
置
し
た
が
、

冬
季
間
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
鑑
別
診
断
が
で
き
る
よ
う
機

能
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
行
政

区
に
も
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
鑑
別
診
断
に

つ
い
て
は
、
市
医
師
会
や
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。
相
談
外
来
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
感
染
状
況
に
応
じ
て

県
と
連
携
し
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
校
に
お
け
る
物
理
的
距
離
を
確

保
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

リ
ス
ク
を
回
避
し
、
一
人
一
人
へ
の
丁

寧
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
教

職
員
を
増
員
し
て
、
20
人
程
度
の
少
人

数
学
級
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

限
ら
れ
た
教
職
員
定
数
内
で
の
少

人
数
学
級
の
拡
充
は
、
現
状
で
は
難
し

い
。
効
果
的
な
教
員
配
置
の
研
究
と
、

国
へ
の
定
数
の
改
善
要
望
を
継
続
す
る
。

（
教
育
長
）

る
取
り
組
み
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

公民連携でまちなかの緑化に取り組んでいる事例
の「フラワーパートナー事業」（令和２年春）

台
風
15
号
・
19
号
を
踏
ま
え
た



浸
水
被
害
な
ど
へ
の
対
策

小
野　

清
一
郎

（
翔
政
会
）

　
　

近
年
の
温
暖
化
に
よ
り
、
台
風
が

大
型
化
し
、
今
ま
で
に
な
い
経
路
で
進

む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
昨

年
関
東
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
15
号
・
19
号
で
は
河
川
の
逆

流
な
ど
が
原
因
の
被
害
が
あ
っ
た
。
こ

の
被
害
を
本
市
と
し
て
も
検
証
し
、
早

急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
河

川
へ
放
流
し
て
い
る
雨
水
管
の
逆
流
防

止
策
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
河
川
の
合
流
地
点
の
中
で
、

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
が
起
こ
り
得

る
箇
所
を
把
握
し
、
そ
の
対
策
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　
　

雨
水
管
の
逆
流
防
止
の
た
め
、
吐

き
口
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
定
期
的
に
点

検
し
て
い
る
他
、
降
雨
時
に
は
、
河
川

管
理
者
と
連
携
し
て
河
川
水
位
情
報
の

確
認
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
に
つ
い

て
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
と
合
流
す

る
支
川
を
主
に
管
理
す
る
県
に
お
い
て

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

にいがた市議会だより 4令和２年（2020年）８月２日
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